
S=1:30

凡　例

(1.0mm以上)
　 ひび割れ注入工

(0.2mm以上)
　 ひび割れ注入工

断面修復工

上場谷東橋（西福原南2号線）補修図
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ひびわれ注入工詳細図(参考)
 (エポキシ樹脂注入材 1種)

EPDM系ゴム

EPDM系ゴム

EPDM系ゴム

水切り工　L=5.5ｍ

水切り工　L=5.5ｍ

EPDM系ゴム
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水切り設置工

（参考図）
薄層遮水性舗装工

(1種)

注入パイプ

(ゴムチューブ)

取付パイプ

注入量制限筒

エポキシ樹脂系注入材

接続パイプ

エポキシ樹脂系シール材
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水切り工 L=5.5m

水切り工 L=5.5m

薄層遮水性舗装工
 A=33.8㎡

A=5.2x6.5=33.8㎡

薄層遮水性舗装工

５号硅砂(0.8kg/m
2
)

プライマー(0.4kg/m
2
)

遮水性舗装材(10.0kg/m
2
)

終　了

パイプ撤去

シール材撤去

注入

ひびわれ面シール

注入用パイプセット

開　始

ひびわれ部の清掃

注入量の確認・養生

シール材の養生

パイプ間隔確認
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A1橋台 正面図

A2橋台 正面図

※　施工箇所の清掃を十分に行うこと。

※　気温5℃以下以下では施工しないこと。

　　使用しないこと。

※　材料は可使時間内に使用し、可使時間を過ぎたものについては

※　路面が濡れた状態で施工を行わないこと。

※　気温35℃以上で施工する場合は、材料を冷やすか路面に散水等

　を行うこと。 図面名称

製図年月日

縮　　　尺

写図年月日 令和　　　年　　　月　　　日

米 子 市 都 市 整 備 部 道 路 整 備 課

令和　　　年　　　月　　　日

図面番号

図示

橋りょう補修工事

上 場 谷 東 橋 （ 西 福 原 南 2 号 線 ）

市道西福原南２号線上場谷東橋ほか２

上 場 谷 東 橋 　 補 修 図

第　　３　　枚内　　　１　　号

ひびわれ注入工

合計　　7.5　ｍ

断面修復工

合計　　4.02　㎡
※ 防錆処理は鉄筋露出を伴う場合に適用

断面修復工(参考)

平
均

50
m
m

プライマー既設鉄筋

防錆処理

ポリマーセメントモルタル

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　

S=1:1

1 .水切り材を設置する下地面を清掃し、ホコリや油分を取り除くこと。

注記

2.設置面に凹凸が多い箇所は、不陸調整を行うこと。
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接着材：エポキシ樹脂

材質：EP D M系ゴム

水切り設置工



S=A1版 1:20，A3版 1:40１号橋（米原前谷線）補修図
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A1 A2

A1側 側壁

A2側 側壁下流側　側面

上流側　側面

A2 A1

A1 A2

頂版

T1

T2

T3

M1 M2 M3

M4

M5 M6

M7

M8

水切り設置工

水切り設置工

水切り設置工 水切り設置工

水切り設置工 水切り設置工

断面修復工

凡　例

水切り設置工

※( )内寸法は斜長を示す。

※( )内寸法は斜長を示す。

※( )内寸法は斜長を示す。

断面修復工

合計　　3.01　㎡

図面名称

製図年月日

縮　　　尺

写図年月日 令和　　　年　　　月　　　日

米 子 市 都 市 整 備 部 道 路 整 備 課

令和　　　年　　　月　　　日

図面番号

図示

橋りょう補修工事

市道西福原南２号線上場谷東橋ほか２

１ 号 橋 （ 米 原 前 谷 線 ）

１ 号 橋 　 補 修 図

第　　３　　枚内　　　２　　号

水切り設置工

水切り設置工

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　



桁下面伏図
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ひびわれ注入工ひびわれ注入工

水切り工 L=6.2m

水切り工 L=6.2m

S=1:302号橋（吉岡浦津1号線）補修図

凡　例

(0.2mm以上)
　 ひび割れ注入工

断面修復工
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水切り工 L=6.2m
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EPDM系ゴム

EPDM系ゴム

薄層遮水性舗装工
 A=31.8㎡

薄層遮水性舗装工
 A=31.79㎡
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図面名称

製図年月日

縮　　　尺

写図年月日 令和　　　年　　　月　　　日

米 子 市 都 市 整 備 部 道 路 整 備 課

令和　　　年　　　月　　　日

図面番号

図示

橋りょう補修工事

市道西福原南２号線上場谷東橋ほか２

2 号 橋 （ 吉 岡 浦 津 1 号 線 ）

２ 号 橋 　 補 修 図

第　　３　　枚内　　　３　　号

ひびわれ注入工

断面修復工

合計　　1.45　㎡

合計　　9.0　ｍ

(注) A3版は表示縮尺の1/2に縮小表示　　


